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1.	はじめに

「クラウドファースト」という言葉が示すとおり、多くのシ
ステムにおいて、クラウドの採用は有力な選択肢となってい
ます。しかし、一言でクラウドといっても、コストを最適化し
たい、需要の変動へ柔軟に対応したい、信頼性を重視した
いなど、お客様の多様な要望を実現する責任を担うSIerが、
クラウドサービスへ求める要件はさまざまです。

SIerが求める要件へ柔軟に対応するために、「NEC Cloud 
IaaS」では「スタンダードサービス（STD）」と「ハイアベイラ
ビリティ（HA）」の2 種類の「仮想サーバサービス」を提供
しています。そして仮想サーバサービスだけでは対応できな
い業務要件に対応するため、物理サーバサービスを提供し、
更にこれらのサーバサービスはハウジングサービスと同一の
NWセグメント上で連携することができます。本稿では、これ
らのサービスの特徴と実装上の工夫について紹介します。

2.	スタンダード（STD）サービス

2.1 スタンダード（STD）サービスの構成
NECは国内クラウドベンダのなかでも最も早い段階か

らOpenStackの活用技術を蓄積し、そのノウハウを基に

OpenStackベースのクラウド基盤サービスをいち早く商用化
しました。STDサービスは、OpenStackを中心としたOSS

（Open Source Software）を全面採用しています。そして
実用的な可用性や性能性を担保するために、安定した品質
と性能性にすぐれた弊社のハードウェア製品を組み合わせ
たシステムとして実現しました。また、数万台の仮想サー
バ運用を想定した大規模構成に耐えられるサイジングを、
Canonical社と連携して実現した点にも、技術的先進性を見
ることができます。STDサービスは、3つのコンポーネント
で構成されています（図1）。

コンピューティングリソースを提供する実行系、実行系の
リソースをプロビジョニングする制御系にはOpenStackを採
用しており、これらを運用・保守していくためのバックアップ
やログ管理などのSWもOSSを採用しています。

ストレージシステムはOSSの分散ストレージであるCeph
と、iStorageシリーズを組み合わせて構成されています。
OpenStackのブロックストレージ管理コンポーネントである
CinderでiStorageを利用するため、iStorage用の専用ドラ
イバを新規開発して利用しています。このドライバは現在、
OpenStackコミュニティへのコントリビュートを予定してお
り、Cinderで提供しているすべての機能をサポートしたサー
ビスパックとして製品化が予定されています。

「NEC Cloud IaaS」では、クラウドサービスを活用したSI要件に対して柔軟に対応できることを狙いとし、コストパ
フォーマンスにすぐれた仮想サーバサービス（STD）、高性能・高信頼を特徴とする仮想サーバサービス（HA）、更に物
理サーバサービスを提供し、かつそれらのサービスがハウジングサービスと同一のNWセグメント上で連携できること
を特徴とした、ハイブリッド型のサーバサービスを体系化しています。本稿では、これらのサーバサービスの特徴を紹
介します。
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2.2 OpenStackの進化への追随
OpenStackは、半年に一度バージョンアップが行われてお

り、不具合の改修や機能強化のスピードが速いため、採用
するバージョンの選定が重要となります。

この機能強化のスピードはOpenStackのメリットですが、
同時に陳腐化するのが早いという側面もあるため、安定し
たサービスを継続して提供していくためには、最新バージョ
ンを評価・検証し、採用していく必要があります。

STDサービスは、この進化に追随しており、2014年4月の
正式サービス開始はGrizzly版で構築しましたが、2015年2
月リリースはIcehouse版を採用しています。

OSSには、一般的なSW製品のように保守サポートが無
いため、不具合が発生した場合などは不具合状況の分析や
ソースコードの解析などを行い原因究明し、改修及び評価、
実装を利用者（事業者）の責任で対応する必要があります。

STDサービスでは、安定したサービスを提供するた
め、NECグループのOpenStackコミュニティ対応活動と
Canonical社のLTS（Long Term Support）によるサポート
体制を活用し、運用・保守体制を確立しています。

また、これらのサポート体制を活用し、STDサービス提
供中で利用OSSに対しさまざまな改修を行っています。こ
れらの改修をコミュニティにフィードバックしていくことも、
STDサービスの重要なミッションと考えています。

2.3 新しい技術へのチャレンジ
STDサービスは、新しい技術の組み込みも積極的に行って

います。その1つがSDN（Software-Defined Networking）
技術の採用です。具体的には、OpenFlowスイッチであ
るOpen vSwitchの利用や、SDN基盤と連携するための
OpenStackのplug-inを開 発し、従 来のVLANではなく、
VXLANを利用しています。これにより、柔軟でかつ大規模
なクラウドサービスを提供可能となっています。

もう1つは、物理サーバ（ベアメタル）サービスの提供です。
仮想サーバと同じようにポータルからサーバの構築や削除、
電源操作を行う利便性と、物理サーバを専用で使うことで高
パフォーマンスやセキュリティを両立することができます。

サービスの実現に当たっては、ベアメタル向けプロビジョ
ニング用ソフトウェアとして、商用品質確保の点で先行して
いるCanonical社のMAAS（Metal as a Service）を活用
し、専用ポータルの開発を行い、お客様専用のベアメタル
サービスとして提供しています。

3.	ハイアベイラビリティ（HA）サービス

3.1 ハイアベイラビリティ（HA）サービスの構成
HAサービスは、高性能・可用性・安定性を重視し、弊社

製品を中心とした機器を採用しています。

図1　STDサービス全体構成
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（1）実行系サーバは高コストパフォーマンスを実現

実行系サーバには、高集積・省電力・クラウド基盤で
の安定した実績があるExpress5800/ECO CENTER
を採用しました。2Uのスペースに4台の2ソケット
Xeonサーバを収容しています。

（2）SANストレージは最上位機種を選定

データ用SANストレージには、メインフレーム用途で開
発されオープン用途に拡張したiStorage M5000を採用
しました。先行クラウドサービスのRIACUBE-Vで採用
しているM300の12倍のI/O性能と、搭載可能なディス
ク本数の大幅な向上により、サーバ・ストレージの組み
合わせの自由度が高い、ニーズに合った構成が可能とな
りました。また4コントローラ構成であるため、2台まで
のコントローラ障害時のWrite性能低下を回避できます。

（3）柔軟・高速・安定したサービスを実現するHW構成

NASサービスには、NASヘッドはiStorage Nhを、ス
トレージシステムはユニファイドストレージとして利用
可能なiStorage M5000を採用し、NASサービスを実
現しました（図2）。ハイパーバイザーソフトウェアは、
RIACUBE-Vで実績のあるVMware vSphereを採用。

仮想サーバのシステム領域は、VMwareとの連携性が
高く、高速なプロビジョニングが可能なNetApp FAS
ストレージを採用しています。

（4）サーバプロビジョニング自動化を実現するSW構成

HAサービスでは、1日の仮想サーバ申込み件数 20件、
最大20,000サーバを見込んでおり、ポータル操作から
の自動VM（Virtual Machine）作成や機能実行を実現
するための仮想化管理基盤ソフトウェアとして弊社の
WebSAM vDC Automationを採用しました（図3）。
ポータルとの連携は、自主開発した自動化層からvDC 
Automationに対する制御APIを実行します。

3.2 可用性・拡張性の実現
（1）稼働率99.99%を実現する可用性構成

HAサービスでは、障害時のサービス停止SLA（Service 
Level Agreement）として、仮想サーバ当たり稼働率
99.99%を規定しており、SLA実現のためにHW/SWの
組み合わせによる冗長構成を取っています。
実行系サーバは、筐体ごとにHWコンポーネントとNW
パスを冗長化してSPOF（Single Point of Failure）を
排除し、VMware HAクラスタ機能にて、筐体単位の
障害時に仮想サーバが自動フェイルオーバすることで
可用性を確保しています。仮想化基盤管理サーバは弊
社製 ExpressサーバとCLUSTERPROを使用し、無
停止運用を実現しています。

（2）既存サービスに影響を与えずに拡張が可能

クラウドサービスでは、ユーザーの需要増に応じてリ
ソースを拡張する際、既存サービス利用者に影響なく
拡張を行う必要があります。HAサービスでは弊社製
HW/SWを使用して、サーバ・ストレージリソースのオ
ンライン拡張を実現しています。

4.	仮想サーバを補完する多様なサーバサービス

お客様の業務システム要件はさまざまです。仮想サーバ
サービスだけでは業務要件を満たせないことがありますが、
NEC Cloud IaaSでは物理サーバサービス及びハウジング
サービスを連携させることで、お客様固有の業務システムを
クラウド上で実現するための仕組みを有しています。クラウ
ドと固有システムを2カ所で運用しないで済むため、NW費
用や管理コストの削減につながります。

図2　HAサービス実行基盤HW構成イメージ

図3　自動プロビジョニング実現イメージ
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（1）物理サーバサービス

お客様専用のIAサーバとストレージ装置を提供する、
物理サーバサービスも提供しています（図4）。ストレー
ジに関してはディスク種別（SSD/SAS/NL SAS）や
RAID構成をお客様が自由に組むことが可能です。
仮想サーバサービスでは対応しきれないDBサーバや
BIサーバ用途などの高性能要件（CPU/大容量メモリ/
高速ディスク）や、セキュリティ観点からサーバ及びハー
ドディスク自体を物理的に専有する要件、仮想サーバ
に非対応のソフトウェア利用要件に対応可能です。
また、NEC Cloud IaaSにて仮想サーバサービスに提
供しているNWサービスが、すべて利用可能です。し
たがって、仮想サーバサービスと物理サーバサービスと
を同一セグメント上で組み合わせたシステムが実現可
能となっており、お客様のシステム要件に柔軟に対応で
きるサービスを実現しています。

（2）ハウジングサービス

お客様が任意のアプライアンス機器や既存のハード
ウェア資産を活用するために、同一データセンター内に
機器を持ち込んで、サーバサービスと同じNWセグメン
トで利用できるハウジングサービスも提供しています。
これらのサービスを利用することで、お客様の全システ
ムをクラウド化することが可能となり、複数拠点で機器
を持つ無駄を省くことができます。

5.	将来のサービス拡張への取り組み

今後、NEC Cloud IaaSでは、STDサービス、HAサービ
スともに新しいHWの採用による性能向上やラインアップの
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図4　物理サーバネットワーク構成イメージ

拡充を始めとして、リモートコンソール機能の提供や性能保
証型ストレージの提供などを検討しており、利便性が高く高
性能なクラウド基盤サービスを提供していく予定です。

更に、2016年には関西地区に新しいリージョンを開設し、
順次クラウド基盤を強化していく予定です。関西地区のお
客様にも身近に利用いただけるようになるだけでなく、関東
地区と関西地区で相互に連携できるシステムを構築すること
で、災害が発生しても業務を継続できるクラウド基盤として
活用いただけます。

6.	むすび

NEC Cloud IaaSのサーバサービスである「スタンダード
（STD）」サービスと「ハイアベイラビリティ（HA）」サービス
を中心としたサーバサービスの特徴について紹介しました。
今後もニーズの変化や市場動向に合わせてタイムリーなサー
ビス強化を実施し、お客様に満足していただけるクラウド基
盤サービスの提供を行っていきます。

*	OpenStackは、OpenStack Foundationの登録商標または商標です。
*	OpenFlowは、Open Networking Foundationの商標または登録
商標です。

*	Xeonは、アメリカ合衆国および/またはその他の国におけるIntel 
Corporationの商標です。

*	VMware vSphereは、米国及びその他の地域における VMware, 
Inc. の登録商標または商標です。

*	その他記述された会社名、製品名、ソフトウェア名は、該当する各
社の商標または登録商標です。
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